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加硫促進剤のゴムヘの溶解度

［チウラム系加硫促進剤］

ゴムと相溶性の大きい加硫促進剤を用いることで加硫ゴ

ムの耐久性を向上させることが可能であることが紹介され

ている 1) . 加硫促進剤のゴムヘの溶解度測定についてはい

くつかの報告がある3
-6). 過去にチアゾール系加硫促進剤

のゴムヘの溶解度を， ゴムとSP値が近い溶剤への溶解度

から推察した叫今回は， チウラム系加硫促進剤について

紹介する． 表にSP値を示す. SP値は， 文献値あるいは

Hoyの式 ” によって求めた ．

右図に測定温度に対

する各溶媒の溶解度を

示した． 各加硫促進剤

ともにドデカンヘの溶

解性が小さ<.

ベンゼンに溶けやすい

ことがわかる． すなわ

ちEPDMに 溶 けにく

<. NBRに 溶 け や す

いことが椎察される．

化学構造中に脂肪族アミンをもつ加硫促進剤は，

基が長くなると溶剤に消けやすくなる． また， 脂肪族アミ

ンをもつTT, TET, TBT, TSは， ピペリジンをもつTRA

より溶剤に溶けやすいことから ， ゴムヘの溶解性も良好と

考えられる．

クロロ

(71) 

表 ゴムと溶剤のSP値

SP値

EPDM 7.95 
······················································•·························· 

ドデカン 7.92 

NR 8.10 -------------------------------------------ー・-----------
スクアレン 8.00 

SBR (St ; 40%) 8.67 
, -------------------------------------・----------------------------------

クメン 8.60 

NBR (AN39%) 10.30 
-------彎彎 --------------------—----------------

クロロベンゼン 9.67 

アルキル
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ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に甚づくものでありますが結果をすべて確実に保証する

ものではありません ．
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